
Ⅱ ハードウェア編

１. 一般事項

１－１. 電源仕様

※１

電源電圧 5V～5.15V 24V±10%

ＰＬＭＣ－４０ 0.55A 0.06A(入力回路 全ON)+外部駆動 ※２

(入力回路)

※1 5VはFA-M3バックプレーンからの供給です。お客様が準備する必要はありません。

※2 24V電源容量は、ユーザのI／O回路によります。

１－２. 寸法と重量

形 式 寸 法(mm) 重 量

ＰＬＭＣ－４０ 28.9×100×83.2 170g

１－３. 設置上の注意事項

● 振動がないこと

● 周囲温度 ０゜Ｃ～55゜Ｃ

● ＰＬＭＣ－４０の直近に強力な磁気／静電誘導がないこと。特に、強電回路や大きな

電流の流れる配線が、ＰＬＭＣ－４０の直近を通らないように配慮下さい。
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１－４. ノイズ対策とシールド処理

ケーブルのシールドのアース処理については、以下の方針で行って下さい。

【基本方針】

● ＰＰＬＭＣ－４０側の0Vは浮かす。(アースに落とさない)

● シールドやＦＧ(フレームグランド)は、相手機器側で落とす。

制御盤には、アースプレートを設置して、サーボアンプ、電源などのアースはこのアース

プレートへ落として、さらに１次側のアースへ接続して下さい。

ＰＣは、一般的に０Ｖがアースとコモンになっています。従って、ＰＣ接続している場合

には、ＰＣ側で接地されます。

中継端子台など

サーボ

I/O

24V
024

I/O電源
２４Ｖ

OVはアースしない。

サーボアンプ など



２. 外形寸法

ＰＬＭＣ－４０の外観(正面)２－１.

ON

RDY
RUN
ALM
ERR

28.9

DIPSW

LED １

2秒周期で点滅

CN3 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ1ch
(多目的)
使用ｺﾈｸﾀ
ﾓﾚｯｸｽ53048-0610

CN3A ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ2ch
(ｾｯﾃｨﾝｸﾞPC､ﾌﾗｯｼｭ書込)
使用ｺﾈｸﾀ
ﾓﾚｯｸｽ53048-0610 CN1 ｻｰﾎﾞ ・ Ｆ Ｂ ・ I/O

使用ｺﾈｸﾀ ・ ﾎﾝﾀﾞRPS-80RLM

（ ｹｰﾌﾞﾙ側 ・ ﾎﾝﾀﾞRPS-80FK ）

Ｌ Ｅ Ｄ表示

ON

DIPSW設定

通常運転

(フラッシュ動作)

フラッシュ

書込み動作

ON

表示 色

１ RDY 緑

２ RUN 緑

３ ALM 黄

４ ERR 赤
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２－２. ＡＳ－２３２ホ゛ードの接続と設置

試調・保守の時にＰＣをＲＳ２３２接続します。

ＲＳ２３２ケーブルの接続を容易にするため、あらかじめAS232ボードを制御盤に設置しておく

方法も可能です。

(１) ＡＳ－２３２ボードの外観

(２) 取付板金加工図

(３) ＰＬＭＣ－４０ ＣＮ３／ＣＮ３Ａ ＡＳ２３２ ＣＮ１ ケーブル【CB-C-012-03】

5V
1 1

PLMC TXD AS-232
2 2

CN3/CN3A RTS CN1
3 3

ｹｰﾌﾞﾙ側ｺﾈｸﾀ RXD ｹｰﾌﾞﾙ側ｺﾈｸﾀ
4 4

ﾓﾚｯｸｽ 51021-0600 0V 日圧 H6P-SHF-AA
5 5

ｺﾝﾀｸﾄ 50058-8100 CTS ｺﾝﾀｸﾄ BHF-001T-0.8BS
6 6

ＣＮ3 オプション(多目的) ※ ケーブル長 ０.５ｍ以下

ＣＮ3Ａ セッティングＰＣ用(通常使用) この信号は、５Ｖ系の信号です。

ノイズ源からは、はなして下さい。

45

φ3.5 34

ナット溶接
の場合

貫通穴
の場合

この場合はスペーサ
が必要です。

M3 ナット
L 7mm

7mm

φ3.5

1

（D SUB ｺﾈｸﾀ）

5 545

コネクタ面

φ3.5

部品面

1
1 6

M3 ﾎﾞﾙﾄ L=10mm

取付用板金

ｽﾍﾟｰｻ
L=7mm

M3 ﾅｯﾄ

※CN1

※ CN1でPLMC CN3/CN3Aと接続します。

CN1

DSUB 9P
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